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第
1
号
物
件
「
モ
ク
シ
オ
ン

I
N
A
G
_」
の
外
観

る

1

日5
 
1
【
学
生
の
見
方
＆
考
え
方】

紅
（
2
年

齋
藤
官
礼）

旬

昨
今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流

和
れ
は、
国
境
を
越
え
た
不
動
産

8
 

伶
投
資
を
可
能
に
し
た。
こ
の
よ

6
う
な
投
資
環
境
は、
自
国
に
魅

年2
 
〇
カ
的
な
不
動
産
が
な
く
と
も
海

2
外
投
資
が
で
き
る
よ
う
に
な

り、
需
要
が
あ
っ
て
も
投
資
家

不
在
で
未
活
用
だ
っ
た
不
動
産

を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る。他

方、
賃
料
と
連
動
性
が
高

い
リ
ー
ト（
不
動
産
投
資
信
託）

の
登
場
に
よ
っ
て、
不
動
産
投

資
の
判
断
に
は
収
益
性
が
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
ま
た、

不
動
産
投
資
信
託
な
ど
不
動
産

証
券
化
に
か
か
歪
規
制
が、
都

『
市
開
発
の
透
明
性
を
高
め
て
い ／／／／／パ／パ／／／／／／／／／パ／／／／／パ／／／ノ

宅閑

四動産；多開発ク
グ

経ノ営ロロロロロロロ□‘

‘
い\[\ ＼い
いいいいいい\]\ \[\ ＼い
いい\]\ \[\ \]\ \[\ \\\[\ \]\ \\\]\ \[\\]\ \[\ \]]\ \]\\]\]\]\\[\]]]]\[\ \＼＼い
いいいい\[\ \]\]\[\]\

ロ[
[

い
自
8

C
)』
霞

言
疇
国
疇
叩
虞

�

|

ー

ー

ー

し
て、
資
本
は
国
境
を
越
え
て
主

が
重
な
っ
た
市
場
で
は、
逆
に
一

る。
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
不
動
市
況
の
ト
レ
ン
ド
も
あ
る。
米
都
市
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ

要
都
市
に
集
積
す
る
よ
う
に
な
急
速
な
価
格
調
整
が
生
じ
て
お
一

茸
市
況
に
は、
予
算
制
約
な
ど
国
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
フ
ィ

た。
投
資
家
は
各
都
市
の
ト
レ
っ
た。

り、
同
じ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化」
血

の
需
給
面
と、
社
会
の
変
化
と
ス
市
場
で
は、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ン
ド
に
合
わ
せ
た
投
資
を
す
る

こ
の
動
き
を
加
速
さ
せ
た
要
の
流
れ
が
市
場
に
よ
っ
て
正
反
一

い
う
二
つ
の
ト
レ
ン
ド
が
あ
る
ク
が
普
及
し
た
こ
と
で
物
件
の

こ
と
で、
自
分
に
合
っ
た
投
資
因
の
ひ
と
つ
が
リ
ー
ト
の
普
及
対
の
作
用
を
も
た
ら
し
て
い
る
一

と
み
ら
れ
る。

質
に
よ
っ
て
価
格
が
二
極
化
し
が
し
や
す
く
な
っ
て
い
る。
こ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。
リ
ー
状
況
で
あ
る。

ま
ず、
需
給
面
の
ト
レ
ン
ド
て
い
る。
質
の
高
い
物
件
に
需
れ
ら
の
要
因
は、
外
資
が
集
ま
卜
は、
不
動
産
を
証
券
化
す
る

さ
ら
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の

は、
日
本
や
豪
州、
欧
州
に
あ
要
が
集
中
す
る一
方、
老
朽
化
る
都
市
の
不
動
産
価
格
を
上
昇
こ
と
で
小
口
投
資
を
可
能
と
普
及
は
オ
フ
ィ
ス
市
場
を
二
臨
一

る。
こ
れ
ら
の

し、
従
来
の
機
関
投
資
家
に
限
化
さ
せ、
物
件
の
質
が
価
格・
一

地
域
で
は
移
民

投

資

市

況
の

変

化
に

つ

い

て

‘

ら
れ
て
い
た
不
動
産
市
場
へ
の
空
室
率
を
左
右
す
る
時
代
に
な
ロ

な
ど
に
よ
る
人

参
入
を
大
輻
に
下
げ
た
こ
と
が
り、
今
後
の
不
動
産
市
場
の
理
一

口
増
加
で

璽

平
叩

給

面

で

見

る

各

国

の

動

き

特
徴
で
あ
る。
そ
れ
と
同
時
に、

解
に
は、
金
融
市
場、
人
口
動
一

が
上
が
り、
都

投
資
判
断
に
お
け
る
収
益
性・

態、

讐
方
の
変
化
な
ど、
複
一

市
醐
を
中
心
に
賃
料
が
高
騰
し
し
た
物
件
で
は
価
格
下
落
や
取
さ
せ、
利
回
り
を
縮
小
さ
せ
て
透
明
性
へ
の
要
求
水
準
も
高
ま
数
の
要
因
を
総
合
的
に
分
析
す
一

て
い
る。
対
し
て
中
国
や
韓
国
り
壊
し
が
起
こ
っ
て
い
る。
結
い
く
だ
ろ
う。

り、
都
市
ご
と
の
利
回
り
比
較
る
必
要
が
あ
る。
グ
ロ
ー
バ
ル
一

で
は、
過
剰
な
開
発
に
よ
る
供
果
と
し
て、
同
じ
池
域
内
で
も

が
可
能
に
な
っ
た。
そ
の
結
果、

化
の
進
展
は、
不
動
産
市
場
を
一

給
過
多
や
金
利
上
昇
に
よ
る
需
質
の
違
い
に
よ
り、
空
室
率
や
【

贄
に
よ
る
展
開】

グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
本
は
「
成
長
ロ
ー
カ
ル
経
済
レ
ベ
ル
を
超
え
一

要
減
が
生
じ
て
い
る。
そ
の
結
価
格
に
大
き
な
差
が
生
ま
れ
て
（
金
東
喚
准
教
授）

都
市」
に
集
中
し、
価
格
上
昇
た
国
際
的
な
資
本
市
場
の一
部
一

果、
価
格
や
賃
料
の
低
下、
価
い
る。

不
動
産
市
場
は、
グ
ロ
ー
バ

と
利
回
り
低
下
が
同
時
進
行
す
へ
と
変
化
さ
せ
て、
投
資
家
に
一

格
調
整
が
起
こ
っ
て
い
る。

不
動
産
市
況
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ル
化
の
中
で、
構
造
的
な
変
容
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る。

と
っ
て
投
資
機
会
の
拡
大
を
提
一

次
に、
社
会
の
変
化
に
よ
る
化
に
よ
っ
て、
外
資
が
特
定
の
を
遂
げ
て
い
る。
か
つ
て
不
動

シ
ド
ニ
ー・
バ
ン
ク
ー
バ
ー．
供
す
る
と
考
え
ら
れ
る。

プ
ラ
イ
ム
ラ
イ
フ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ズ
(
P
L
T)
は、
事
業
概
況
と

営
計
画
説
明
会
を
開
い
た。
登
壇

た
の
は
同
社
の
道
浦
正
治
社
長
と

田
准
副
社
畏゚

遣
浦
社
畏
は
「
2
0
3
0
年
度

向
け
て、
各
事
業
の
自
指
す
姿
は

住
宅
事
業
は
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

徹
底
的
に
太
く
し
安
定
し
て
キ
ャ

シ
ュ
を
生
み
続
け
る
事
業
に
す
る

海
外
事
業
で
は、
米・
豪
の
重
点

リ
ア
で
収
益
叢
大
化
を
目
指
す」

ど
と
詰
し
た。

同
社
は、
30
年
度
の
目
標
に
つ

て、
売
上
高
1
兆
5
0
0
0
億

(
25
年
度
1
兆
ー
2
5
9
億
円）

営
業
利
益
は
9
0
0
億
円
（
同4

9
億
円）
を
掲
げ
た。
「
25
年
度

営
業
利
益
率
は
4•
1
％
だ
っ
たバ

30
年
度
は
6
％
を
目
指
し
て
い
き

い。
売
り
上
げ
だ
け
で
な
く
し
っ

5

皿
鳴

T
 
L

i
d、

p

g

豪
｀

る

f
”

v.
 

較
し
て、
建
設
時
の
C
O2

パ
ナ
ソ
ニ
ッ

で

排
出
量
を
約
ね
％
以
上
削
減

訓

調
ク
ホ
ー
ム
ズ

で
き
る。

抑

畔
は、
空
調
方
式

第1
号
物
件
は
21
年
に
完

殖

全
の
違
い
が
室
内

成
し
た
「
モ
ク
シ
オ
ン
I
N

の
ダ
ニ
ア
レ
ル

A
G
I」
。
5
階
建
て、
延

繁

5
ゲ
ン
量
に
及
ぼ
を
維
持
し、
平
均
湿
度
が
ダ一
が
碑

—ーゞ
4に1n巨貝

2.

f
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道浦正冶社長⑮と長田准副社長


